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Ⅰ 動物愛護センターの概要 

１ 沿革  

福島県動物愛護センターは、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所

事故に伴い旧警戒区域内に取り残された被災ペット（犬・猫）を収容するため、

福島県動物救護本部が「三春シェルター」として運営していた施設を、平成２８

年１月２８日に同本部より寄贈を受け、施設改修の上、平成２９年４月１日に開

所しました。 

 

２ 組織  

動物愛護センターでは、県北、県中、県南の中通り地域（福島市及び郡山市を

除く）の３つの保健福祉事務所で行っていた動物愛護管理業務を担っています。 

なお、会津、南会津、相双保健福祉事務所で行っていた同業務は、動物愛護セ

ンター会津支所（会津及び南会津地域）、動物愛護センター相双支所（いわき市

を除く浜通り全域）が設置され対応しています。 

 

 動物愛護センター (R６年度)   

 動物愛護センター所長（獣医師） 1   

 次長（獣医師） 1   

 専門獣医技師(獣医師)  １   

 主査（事 務） 1   

 係員（獣医師） ４   

 主任技能員 ２   

 専門員（獣医師） 2   

 専門員（事 務） 1  計 16 名 

 非常勤狂犬病予防技術員 ３   

 

 動物愛護センター 会津支所 (R６年度)   

 動物愛護センター会津支所長 1   

 次長 1   

 専門獣医技師 (獣医師) ２   

 係員（獣医師） ５   

 主任技能員 1   

 非常勤獣医師 １  計 13 名 

 非常勤狂犬病予防技術員 2   

 

 動物愛護センター 相双支所 (R6 年度)   

 動物愛護センター相双支所長 1   

    次長（獣医師） 1   

 係員（獣医師） ２  計 5 名 

 非常勤狂犬病予防技術員 １   
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３ 所在地等 

福島県動物愛護センター 

〒963-7732  

田村郡三春町大字上舞木字向田１７番 

TEL 024-953-6400 FAX 024-953-6408 

管轄地域：二本松市、伊達市、本宮市、桑折町、国見町、川俣町、大玉村 

須賀川市、田村市、鏡石町、天栄村、石川町、玉川村、平田村 

浅川町、古殿町、三春町、小野町、白河市、西郷村、泉崎村 

中島村、矢吹町、棚倉町、矢祭町、塙町、鮫川村 

福島県動物愛護センター 会津支所（会津保健福祉事務所内） 

〒965-0807 

会津若松市城東町５－１２ 

TEL 0242-29-5517 FAX 0242-29-5513 

管轄地域：会津若松市、喜多方市、北塩原村、西会津町、磐梯町、猪苗代町 

会津坂下町、湯川村、柳津町、三島町、金山町、昭和村、会津美里町   

下郷町、檜枝岐村、只見町、南会津町 

福島県動物愛護センター 相双支所（相双保健福祉事務所内） 

〒975-0031 

 南相馬市原町区錦町１丁目３０番地 

TEL 0244-26-1351 FAX  0244-26-1332 

管轄地域：相馬市、南相馬市、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町 

双葉町、浪江町、葛尾村、新地町、飯舘村 

 

図１ 動物愛護管理業務の管轄 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 施設設備および規模 

（１）事務室（犬：７８室 猫：４０室）（約７００ｍ２） 

（２）犬・猫収容施設（犬：７８室 猫：４０室）（約７００㎡） 

（３）診療室、手術室 

（４）トリミング室 

（５）ドッグラン（約８００㎡） 

（６）会議室 
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Ⅱ 福島県動物愛護センターの取組と主な業務内容 

１ 動物による危害防止 

（１）犬による危害の防止 
・犬、猫に関する相談、苦情の受付・対応 

管内の住民及び市町村等から、啼き声や糞害等、犬・猫の飼い方等に関す

る苦情があった場合、飼い主の飼養状況等について現地確認を行い、不適切

な取扱いがあれば適正飼養について指導します。 

     ・放置犬などの捕獲 

放置犬、放浪犬等の通報があった場合、捕獲収容を行います。 

また、放し飼い等、管理不良の飼い主を指導します。 

（２）特定動物による危害の防止 

クマやライオン等の特定動物飼養施設における設備構造や衛生管理、動物

の取扱法等について監視を実施し、特定動物による人の生命、身体への危害

及び財産に対する侵害の防止を図るとともに、動物の生態に配慮した飼養管

理方法についても確認し、動物福祉の向上を図ります。 

また、飼育員等の飼養管理者の安全確保についても指導、助言を行います。 

 

２ 動物愛護と適正飼養の普及啓発 

（１）動物愛護週間事業の開催 

 広く県民に、動物の愛護と適正飼養についての理解を深めるために、動物

愛護週間に事業を開催し、動物の愛護や適正飼養について啓発を図ります。 

（２）小学校への獣医師派遣事業 

児童期からの動物愛護思想の普及啓発を図るため、センターの獣医師を小

学校へ派遣し、動物の飼い方の講話や犬、猫等の心音を聞かせるなど、ふれ

あい体験学習を実施します。 
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（３）飼い犬のしつけ方教室 

人と動物の調和ある社会の実現をめざすことを目的に、犬の飼い主にしつ

けの方法や飼養管理に関する知識、その他必要な事項を習得させるためしつ

け方教室を行います。 

講習では、災害発生時に備えて、クレートトレーニングの必要性について

も啓発しています。 

（４）犬、猫の引き取り 

飼い主からの犬又は猫の引取り及び拾得者等からの所有者の判明しない犬

又は猫の引き取りを行います 

飼い主から引取る場合には、終生飼養ができない理由、他の引取り手の有

無等を確認の上、引取る理由が真にやむを得ないものと認められる場合に限

ります。また、子犬又は子猫を引取る場合には、所有者に対し、親犬又は親猫

の不妊去勢手術の実施について指導します。 

【飼い主からの引取り拒否要件】 

① 犬猫等販売業者から引取りを求められた場合 

② 引取りを繰り返し求められた場合 

③ 子犬又は子猫の引取りを求める者が、繁殖制限措置に関する指示に従

っていない場合 

④ 犬又は猫の老齢又は疾病を理由として引取りを求められた場合 

【引取り手数料（県収入証紙）】 

  飼い犬：成犬 4,000 円/頭 子犬 1,000 円/頭 

  飼い猫：成猫 3,000 円/匹 子猫  800 円/匹 

 

所有者の判明しない猫を引取る場合には、安易な引取りは殺処分数の増加

につながる可能性があり、動物愛護の観点から望ましくないため、その引取

りを求められた猫により周辺の生活環境が損なわれておらず、以下に該当す

る場合は引取を拒否します。 

    【所有者の判明しない猫の引取り拒否要件】 

① 自力で餌を摂取し生存できる場合 

② 親猫が飼育している場合 

③ 駆除目的で捕獲された場合 

④ 所有者がいると推測される場合 

（５）収容犬の返還 

放置犬、放浪犬等で捕獲した犬については、捕獲場所を管轄する市町村長

に通知し、センターにおいて公示するとともに、ホームページへの当該犬の

情報の掲載や、チラシを回覧するなどにより、飼い主への返還に努めます。 

    【返還に係る費用】 

  返還費    5,700 円/頭 

  飼養管理費   600 円/日 
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（６）犬、猫の譲渡 

収容した犬・猫については、生きる機会を与え殺処分数の削減を図るため、    

性格や健康状態を確認し、譲渡に適していると判断した場合、新しい飼い主   

に譲渡します。譲渡対象動物には、ワクチン接種、駆虫薬投与、血液検査及  

びマイクロチップ装着等の処置を施します。 

         【譲渡手数料（県収入証紙）】 

4,000 円/頭 

【ワクチン接種】 

犬：５種混合ワクチン（ジステンパー、アデノウイルス、伝染性肝炎、

パラインフルエンザ、パルボウイルス） 

猫：３種混合ワクチン（ウイルス性鼻気管炎、カリシウイルス、 

猫汎白血球減少症） 

【血液検査】  

犬：フィラリア抗原検査 

猫：猫白血病抗原/猫免疫不全ウイルス抗体検査 

（７）第一種動物取扱業の登録、第二種動物取扱業の届出受理、立入検査 

犬猫のブリーダーやペットホテル等の第一種動物取扱業や譲り渡し等の  

第二種動物取扱業の施設における設備構造、衛生管理や動物の取扱方法等が、    

動物の愛護及び管理に関する法律で定める基準を遵守しているか等を監視、  

指導します。 

（８）動物愛護ボランティアの育成・支援 

地域における動物の愛護と適正飼養を普及啓発するボランティアを育成

し、ボランティア活動に必要な支援を行うとともに、動物愛護推進事業を協

働により実施しています。 

（９）災害発生時の被災動物救護活動  
災害時には、被災動物救護の拠点施設としての役割を担うため、平時から  

ペットフード、クレート、ケージ等を備蓄し、災害発生時に備えています。 
    

３ 動物由来感染症の発生防止 

（１）狂犬病の予防 

    狂犬病予防法に基づき義務付けられている、飼い犬の登録及び狂犬病予防   

注射の実施について、各種講習会や市町村の広報誌等により周知し、狂犬病  

の発生を予防し公衆衛生の向上を図ります。 

（２）高病原性鳥インフルエンザの予防 

飼養鳥における高病原性鳥インフルエンザの発生を防止するため、ホーム   

ページを活用し、野鳥との接触防止対策を図るなどの注意喚起を行います。 

また、鳥類を取り扱う動物取扱業者に対し、感染防止対策や健康観察の徹  

底及び発生時におけるセンターへの連絡体制について指導を行います。  

（３）その他動物由来感染症の予防 

動物との過度な接触を避けるなど、動物とのふれあい方や動物由来感染症

に関する正しい知識について啓発を行います。 



6 

 

４ 所掌する関係法令等と主な内容 

（１）狂犬病予防法 

ア）飼い犬の登録、狂犬病予防注射の実施指導 

イ）鑑札、狂犬病予防注射済票の装着指導 

ウ）捕獲犬の一定期間の抑留 

エ）狂犬病発生時の対応 

オ）犬の処分 

（２）犬による危害の防止に関する条例 

ア）飼い犬のけい留指導 

イ）放置犬等の捕獲・抑留 

ウ）咬傷事故発生時の対応 

（３）動物の愛護及び管理に関する法律 

ア）動物愛護週間事業の実施 

イ）動物の適正飼養の普及啓発 

ウ）第一種動物取扱業の登録、第二種動物取扱業の届出受理 

エ）特定動物の飼養・保管許可 

オ）犬・猫の引取り 

カ）負傷動物の保護 

キ）犬・猫の譲渡 
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５ 施設案内 

（犬舎）                                     （猫舎） 

 

 

（診療室）                               （手術室） 

 

（展示コーナー）            （トリミング室） 
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（ドッグラン）                           （備蓄用コンテナ） 

 

（会議室）                           

 

 

 

 

 

 

施設見取図 
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Ⅲ 令和５年度事業実績 

少子高齢化、核家族化が進む中、動物を飼養する世帯において犬や猫などの愛玩

動物は、家族の一員や伴侶動物として生活に欠かせない存在になっています。 

しかしその一方で、飼い主における動物の生理、生態、習性等に関する知識不足

や適正飼養に関するモラルの欠如により、動物の遺棄や虐待、近隣住民からの苦情

やトラブルなどの発生が後を絶たない状況です。 

動物愛護センターでは、人と動物の共生する社会の実現を図るため、狂犬病予防

法、犬による危害の防止に関する条例及び動物の愛護及び管理に関する法律に基づ

き、動物の飼い主等への指導等を行いました。 

１ 動物管理事業 
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２ 動物愛護事業 

（１）飼い犬のしつけ方教室 

人と動物の調和ある社会の実現を図ることを目的に、犬の飼い主を対象に

しつけ方教室を開催し、犬を飼う上で必要な関係法令やしつけの方法及び飼

養管理について学科講習を行いました。 

実技講習では飼い犬とともに参加し、しつけの手技について講習を行いま

した。 

 

 



13 

 

 

（２）小学校への獣医師派遣事業 

小学校への獣医師派遣事業小学生が動物についての学びや動物とのふれあい

を通じて、自分と身近な動物との関わりに関心を持つとともに、命の大切さや

相手を思いやる気持ちを養うため、センターの獣医師を小学校に派遣し、動物

の習性や接し方に関する講習を実施しました。 
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（３）動物愛護推進ボランティア支援事業 

県民に動物の適正な飼育管理の知識と動物愛護思想の普及啓発を行い、人

と動物の調和のとれた地域社会を築くことを目的として、動物愛護推進ボラ

ンティア養成講習会を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

保護又は引き取った犬、猫に生存の機会を与え犬等の殺処分数の削減を図

るため、譲り受け希望者への譲渡に取り組みました。 

また、犬、猫を譲りたい者と譲り受けたい者の情報を収集し、新たな飼い

主探しの支援に努めました。 
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（５）第一種及び第二種動物取扱業の指導 

動物の販売や犬・猫のトリミング施設等の第一種動物取扱業施設、非営利

で動物の譲渡等を行う第二種動物取扱業施設について、飼養施設の基準や管

理の方法の適正化を図るため立入指導を実施しました。 
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（６）特定動物による危害防止事業 

トラ、クマ、サル等、人の生命、身体又は財産に害を加えるおそれのある動

物を飼養している特定動物飼養施設について、危害の発生を未然に防止する

ため、立入検査により飼養状況を確認し、施設の構造や管理の方法等につい

て指導しました。 

貸出し

新規届出件数

廃止件数

施設数
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案内図 
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